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は
じ
め
に

　

平
成
二
〇
年
度
の
卒
業
式
で
は
、
手
話
通
訳
を
配
置
し
た
上
に
液

晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
に
よ
り
挨
拶
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
提
示
し
、
吹
奏

楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
一
〇
名
の
学
生
が
手
話
ソ
ン
グ
を
演
じ

た
。
前
も
っ
て
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
に
情
報
を
送
っ
て
い
た
が
取
材

は
一
切
な
し
。
話
題
に
も
な
ら
な
い
「
当
た
り
前
の
事
」
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？�

　

本
学
は
、
平
成
一
六
年
度
に
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
以
下
、
特
色
Ｇ
Ｐ
）
に
お
い
て
「
障
害
児
支
援
経
験
を
通
し
た

教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
取
組
名
称
で
採
択
さ
れ
、
そ
の
概

要
は
本
誌
平
成
一
六
年
第
八
号
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
教
員
養
成
と
い

う
立
場
か
ら
、
障
害
児
支
援
経
験
と
障
害
学
生
支
援
と
を
相
互
補
完

的
に
つ
な
げ
優
れ
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
も
考
え

方
や
実
践
内
容
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

特
別
支
援
教
育
専
攻
の
教
員
養
成

　

本
学
は
、
平
成
一
一
年
度
、
障
害
児
教
育
教
員
養
成
課
程
に
日
本

初
の
六
専
攻
（
視
覚
、
聴
覚
、
言
語
、
知
的
、
肢
体
不
自
由
、
重
複
）

を
設
置
し
多
様
な
障
害
分
野
に
対
応
可
能
と
し
た
。
そ
し
て
平
成

二
〇
年
度
に
特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
課
程
と
改
称
、「
重
複
」
専

攻
は
「
病
弱
」
専
攻
に
変
更
し
た
。

福
岡
教
育
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
〜
障
害
児
支

援
経
験
を
通
し
た
教
員
養
成
〜
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本
学
の
特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
課
程
に
お
け
る
特
色
あ
る
授
業

と
し
て
、
附
属
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
実
習
科
目
が

挙
げ
ら
れ
る
。
特
色
Ｇ
Ｐ
で
三
本
柱
と
し
た
も
の
の
う
ち
、
①
「
多

様
な
個
の
理
解
と
対
応
」、
②
「
体
験
と
理
論
の
融
合
」
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
。
地
域
の
障
害
児
に
対
し
て
、
実
態
の
評
価
、
指
導

計
画
の
作
成
、
実
際
の
指
導
、
指
導
後
の
評
価
、
保
護
者
や
学
級
担

任
等
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
、
知
識
と
ス
キ
ル
を
学
ん
で
高
い

実
践
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
実
態
に

的
確
に
対
応
で
き
る
な
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
提
供
し
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
専
攻
以
外
の
学
生
へ
の
学
習
機
会
の
提
供

　

教
員
養
成
大
学
と
し
て
、
教
員
免
許
取
得
希
望
者
に
対
し
て
、「
特

別
支
援
教
育
概
論
」、「
特
別
支
援
教
育
と
介
護
入
門
」、「
発
達
障
害

児
の
教
育
」、「
特
別
支
援
教
育
と
通
常
の
教
育
」、「
障
害
児
の
発
達

と
医
学
」、「
障
害
児
の
発
達
と
学
習
」
等
を
開
設
し
て
い
る
。
単
に

講
義
だ
け
で
は
な
く
、
車
椅
子
を
押
し
た
り
、
視
覚
障
害
者
の
歩
行

誘
導
を
し
た
り
す
る
模
擬
体
験
を
通
し
て
理
解
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
る
の
を
活
用
し
て
、
軽
度
発
達
障
害
や
学
習
に
問
題
を
抱
え
る
児

童
生
徒
に
対
す
る
支
援
に
携
わ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

障
害
学
生
支
援
の
し
く
み
と
現
状

　

障
害
学
生
へ
の
支
援
は
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
に
聴
覚
障
害

学
生
が
入
学
し
た
時
に
開
始
さ
れ
た
。
現
在
は
、
入
学
前
の
本
人
、

保
護
者
と
の
相
談
を
経
て
「
障
害
の
あ
る
学
生
の
支
援
懇
談
会
」
で

支
援
内
容
・
方
法
を
審
議
決
定
。
運
営
は
「
障
害
学
生
支
援
室
」
が

担
当
。
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
教
育
講
座
、
特
別
支
援
教

育
セ
ン
タ
ー
、
教
職
実
践
講
座
、
障
害
学
生
が
在
籍
す
る
講
座
の
教

員
等
と
も
連
携
を
と
っ
て
い
る
。
授
業
を
担
当
す
る
教
員
に
対
し
て

は
、障
害
学
生
が
受
講
す
る
旨
の
通
知
と
配
慮
事
項
の
依
頼
を
行
う
。

　

過
去
に
は
、
女
子
寮
の
学
生
に
よ
る
寮
務
委
員
会
が
視
覚
障
害
学

生
支
援
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
学
生
た
ち
に
よ
る
自
主

的
な
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
聴
覚
障
害
学
生
が
入

寮
す
る
際
に
も
聴
覚
障
害
教
育
専
攻
の
教
員
を
招
い
て
寮
生
の
研
修

会
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
二
名
い
る
聴
覚
障
害
学
生
の
情
報
保
障
を
行
う
ノ
ー

ト
テ
イ
カ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
前
期
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
で
初
心
者

向
け
と
経
験
者
向
け
の
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。
受
講
希
望
者
は
や

は
り
、
障
害
学
生
が
在
籍
す
る
専
攻
の
学
生
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
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専
門
分
野
に
よ
っ
て
は
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
が
足
り
な
い
こ
と
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
贅
沢
な
悩
み
で
あ
る
が
受
講
生
が
多
く
、
全

員
が
実
際
の
支
援
に
入
れ
る
訳
で
は
な
い
。
学
ん
だ
知
識
・
技
術
を

活
か
そ
う
と
、
地
域
の
小
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
聴
覚
障
害
児
の
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
通
っ
て
い
る
熱
心
な
学
生
も
い
る
。

さ
ら
に
他
大
学
と
の
連
携
を
目
指
し
て
、
筑
紫
女
学
園
大
学
、
福
岡

大
学
の
支
援
学
生
と
情
報
保
障
に
つ
い
て
の
合
同
研
修
会
、
合
同
合

宿
も
実
施
し
た
。
今
後
は
も
っ
と
多
く
の
大
学
に
も
呼
び
か
け
て
仲

間
を
募
っ
て
い
き
た
い
。

障
害
学
生
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
て

　

今
年
度
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
委
託
研
究
を
受
託
。
テ
ー
マ
は

「
実
習
、外
国
語
科
目
に
お
け
る
聴
覚
障
害
学
生
へ
の
支
援
」で
あ
る
。

今
年
度
入
学
し
た
聴
覚
障
害
学
生
に
対
し
て
、外
国
語
科
目
（
英
語
）

の
学
習
支
援
の
た
め
に
英
語
教
育
専
攻
の
学
生
四
名
に
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
及
び
チ
ュ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、
個
別
の
学
習
支
援
の
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
発
音
や
聞
き
取
り
の
学
習
の
た
め
、
特
別
支
援

教
育
教
員
免
許
（
聴
覚
）
を
所
持
す
る
大
学
院
生
に
チ
ュ
ー
タ
ー
と

し
て
個
別
指
導
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

こ
の
取
組
は
、
福
岡
大
学
理
学
部
の
杉
万
郁
夫
先
生
に
も
協
力
頂

き
、
福
岡
大
学
に
在
籍
す
る
聴
覚
障
害
学
生
の
数
学
科
の
実
習
科
目

に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て
、
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
積
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
本
学
の
聴
覚
障
害
学
生
も
様
々
な
分
野
の
授
業
を
履
修
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
、
支
援
内
容
・
方

法
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
教
科
ご
と
に
支
援
で

き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
特
別
支
援
教
育
専
攻

以
外
の
学
生
に
も
支
援
経
験
を
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　

本
学
は
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
三
年
間
の
予
定
で
、「
教
員
養
成

系
大
学
に
お
け
る
障
害
者
支
援
力
の
養
成
及
び
向
上
」
と
い
う
事
業

名
で
特
別
経
費
の
概
算
要
求
を
行
っ
た
。
予
算
化
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
知
識
・
技
術
を
有
す
る
教
員
を
養
成
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
教
員
免
許
を
取
得
で
き
る
福
岡

地
区
の
他
大
学
と
連
携
し
、特
別
支
援
関
係
の
授
業
を
単
位
互
換
し
、

障
害
学
生
支
援
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
実
現
で
き
て
こ
そ
「
当
た
り
前
の
事
」
に
な
る
。


